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浦城方言の程度表現形式
蒋垂東
O.はじめに
浦城県は、北部と東北部は持lr江省の龍泉、遂島、江iよ13県に隣接し、西北部
は江西省のj玄豊県とつながっている揺建省最北端に位置する県である(})。北
部・東北部・西北部が呉語地域、南部・西南部・東南部は福建省内の関語地域
に留まれている関東では数簿類もの方言が話され、指建省で方言使用状況が最
も被雑な県のーっとして矢口られている (2)。全県17の郷と鎮の内、県城南浦鎮
をはじめとする北部12の郷と鎮で話されている方言は一般に浦城話と呼ばれ、
本稿でいう浦域方言とは、この方言のことを指す。
語の処務方言に分類されているが(別、その帰属についての判断を保留する研
究もあるなどω、実態が鳴らかにされていない点が少なくない。本稿は、形
容認の程度表現に焦点を当てて、他の処街方言?との薬局に言及しつつ、 j甫域方
言の程j妾表現について考察するものである (5)。
(1)癌南部は福建省の武英山市(1日崇安県)、南部は伺建陽市、東高部は開松渓県と接す
る9
( 2) w続1多浦城県志』巻六「言語I{'す」に ri帯域土審興工E音寺13近、雛錦鶏亦多能操正昔、
実務於{也色。歪邑中土音不特、興{也邑不問、 1'[城輿強1典、此掠1興彼郷亦異、
語言不下十余種、実全関所竿穣J(pp.l06帥107)とあり、李如龍
p1223)によると、この状混は現在も日ぼそのまま維持されているというの
( 3)この説を支持する研究は、鄭張尚芳(1985)、『中毘!諮言地j週集J (1988)、李強龍
(1991，1994)、喜志転他(2000)、曹志転(2008)などがある。
(4) Jerry Norman(1988:pp.213ム214)など。
(5 )本稿で取り扱う浦城方言のデータはぎをて著者自身の内省に基づいているが、
期するため、浦城県域出身の蒋穎賢(当時80歳)、謬翠英(J可77歳)らに確認した。
(16) 
1.呉語処館方言
1.1処1fli方言Aについて
とは、『ι1:[!盟諸言地区i 集~ (1988)の「呉諸処傑片Jの方奮を指し、
その分布地域は揃江省海部音1)を中心に、む:西省東部と福建省北部の一部に及ん
でいる。 具体的な分布地域は下記の通り。
由f~Ií寄 金輩市所属の武義県
ifJirj'Iil市所属の栴城1:3:、街典、議遊束、関イヒ県、常県、
江1j!果
麗水地!X所属の麗水1昔、遂高!果、松i場県、繕県雲、
育関東、雲和県、禁寧族自治県、
龍泉県、慶元県
;副'l'lm所属の泰)1援!果
上鏡地底究IT腐のj二銭市、上鏡果、広蜜県、玉山県
福建省南平地区所麗の浦城県(一部)
内、衝JHIは彼のJ有名な越元任(1928)li'~晃代呉語的研究』で誠査地点のーっとし
れていたことは周知の通りである。近年、処衝方言に関して誌、
・越日新 (2000げ呉語処衝方言研究~ (以下では、
(2000)と略するに欝志、転(2002)li'南部呉詩語審研究J、秋谷裕幸
(2003) li'奨諮処鑑方言(西北片)古音構擬』など控自すべき研究成果が棺次いで
されているっその中で、開化、常山、玉山、龍遊、遂島、雲和、慶元とい
う7つの代表地点の音額、語講、文j去を詳細に記述・比較した曹志転他
(2000)によって、 i買!万言の全体橡が明らかにされつつある。曹志転地(2000)
によると、処擢;方言には、中古王寺の従母等破捺音系子音が摩擦音系邪母へ合
流問、宕摂関口一等膚鐸韻と三等欝薬韻が主母音の違いを維持(寵遊を除
く)問、梗摂関口ご:等陰声類と曾摂関口一等韻が合擁せず(開化、広豊、慶元
を除く)(8)など、呉諾の典裂的な音額的特徴が認められる一方百軽唇音の一部
( 6)伊iえば、常!JJ:生t;i4I蜜zu7¥2(p28) 
( 7)例えば、遂呂:紅kolJ1I 
(8 )例えば、遂島:争耕mialJl*-曾姓。鷲凶J
(17) 
と舌j二音の一部がそれぞれ霊祭音、舌頭者と区別がなく (9)、梗摂関口三四等
の「柄病摂j の緩母が梗摂二等にj司じ (10)、通摂三等屋韻と燭韻が一一吉1)をi徐き
対立を維持する(広襲、龍遊を除く)(11)など、呉語の他の地域にはあまり見ら
れないが、関語の特徴に一致する興味深い現象が得在している。こうした現象
は何方言と関誇との関係を強く意識させるものである。
1.2処街方言の程度表現形式
曹志転{也(2000:pp.421-422， 454-455， 461)によると、処街言の程度表現
には以下三つの形式が見られる。
(1)形容詞の程度を表すのに、形容詞の前に普通話の“復"に*目当する「好好
開化)、交関(交関喬コ遂蕗)、悪作(悪作熱こ常 IJ~) 、不得得.了(不得了熱=常 IJ.ωi凋iけ!リ)
真(真駿ご龍遊)，、猛(猛鰻二穣遊)λ、蛮(蛮香二燈元)λ、十分、特別、杯、太、;武
(;武威二7地点全部)J などの程度割弱をつける
(2J遂島、雲和、繕雲などでは、一部の形容詞と動詞の後に“猛"又は“顕
(険とも書く)"をつけて、“A猛" (猛暖ご龍遊)、“A顕" (J事顕=裳和)の形式
で程震が高いことを表し、さらに“A猛A" (駿菰!壊二穣遊)、“A顕(厚
顕厚ご雲和)の形式で程度が最高であることを表す用法がある。また、常IJ
では“A得顕.， (香得額)、玉山では“A得復" (熱得復)の形式がある
間普通話と同様、「鮮紅Jr筆直Jr鉄硬JrU_黄香j など“bA"の形式で形容
認の程度を表す用法がある
2.滞城方言の程度副認
浦域方言では、形容詞の前に用いられる程度副詞として「復、好、輩、非常、
十分、実在、確実、特別、太、最、稀、無世」などがあり、その内の「復、好、
非常、十分、実在、確実、特別、太、比較、最Jなどは普通誌に一致するもの
である。1.2で寂り上げた他の処衝方言の程度副詞「交関、悪作、不得了、猛、
(9)例えば、江山:媛pO?7I紡phOlJ3I縛bia?7(p28) 
遂畠;猪ta1 I 堺繕児 thìa?7~ 1腸de2(p29)
(10)例えば、江山:柄pa5I病ba6I額ma6(pp;31 ."-' 82) 
(ll)例えば、慶先:粥lcIW?7:j.燭1:!;io?7(p3.2)
(18) 
!l下、式Jは浦城方言において使用例の存在が確認されておらず、 j高城方言の
「稀j と「無1立J は普通話にも処擢I1j言にもあまり見られないものとして注目
される。次の2，1と2.2でこれらの用法について検討してみたい。
2.1 r稀J
mn成方言では、「稀[hjl制 LJは、普通話の「復、非常j に相当する使用頻度
が高い程度副認である。呉語の一部の地域に散発的な用例は晃られるもの
の(12)、程度高u詞として高い使用頻度で用いられるのは浦城方言の特徴の一つ
であると言える。それには以下のような用法が見られる(小文字は普通話、以
下関じ)。
(1)一音節の形容認の前にしか用いられない。
る
例:稀酸、稀:樹、稀綴織巴己
稀模、稀練、稀粗f畏粗糖、彼組
ない
稀難過、稀熱問、稀吉子服
稀辛苦、稀小気ラ稀緊張
長一短、 新一j自、香一実など対立する意味をもっ形容詞
を中心に、程度が低い若しくは意味が好ましくない方の形容認の前に多く用
いられる。
言える 言えない
例:稀楼、稀昔、稀臭、稀威 稀高、稀甜、稀香、稀淡
稀!日、稀薄、稀湿、稀椿f良稀 稀新、稀淳、稀;燥、稀濃復調
上記の他、「稀Jと共起できる形容詞は以下のようなものがある。
(12)桝えば、海外!万言には f稀f俊樹「稀薄後簿J (W温1+1万言辞典~ plノ2)、金華方言には
f稀破?鰍Jr稀醸後潟・透綴Jr諦奥f毘災Jr稀j翠透綴J (W金華方言辞典~ pp.13伊14)
慶之方蓄には「稀弧瀦Jr稀呼蟻J(奨式求2010:p139;などとある
(19) 
稀海銀i耳i濁、稀約i3 ;fi目指n初、稀不持利、稀空例措鏡、稀花~L~棋t/ðj、
稀乱乱数1射殺、稀Jj呆1JR眠、稀松不緊、稀口lUel¥設12民主臣、稀粘f則:ふ
稀乾乾巴巴、 稀口hianl別 l.it1J者協、稀歪援護m説、 稀i皮破i波先制語、
稀嬉後続、稀鰻鰻得踏得、稀在日後餓
(3)一部に「稀Jを震ねて「稀稀AJ の形式で強調を表す用法がある。
例:稀稀媛、稀稀破、稀稀奥、稀稀j戒、稀稀嫡、稀稀花
稀稀苦:、稀稀駿、稀稀混、稀稀練、稀稀Il巣、稀稀粗
(4) r稀巴AJ の形で強調を表す用法もある。
例:稀巴苦、稀巴威、稀巴酸、稀巴燥、稀巴媛、稀巴徽
稀巴真、稀巴粘、稀巴繍、稀巴!日、稀巴認、稀巴乱
2.2 r無世j
「無世[muo陽平 sie除去J は、普通話の「極其Jr '"'-概了j に相当、程度が最
高であることを表し、二音節の形容認にも使える。後述するように程疫の描語
として用いることもできるが、程度高lJ認として形容認の前に用いる場合は普通
話の「那j に相当する「口 [huo陰去 JJ を添えて、 r~n~世口 "'"'J の形式をとるこ
とが多い。
例:無世口壊極其壊 無世口苦録其苦 無位口費揺其境
無i主口高興空軍其高輿 無世口好日至掘其史子i喫 無世:口難過綴其難過
3.5講城方言の程度補語
曹志転他(2000)によって明らかにされたように、形容詞や動認の後ろに用
いられる程度表現の形式として処衛方言の多くの地点には“A猛"“A顔"
部は“A得顕")や“A猿A" “A顕A"があり (13)、高部呉語の特徴であるとし
(13)顔逸明(2000:pp.137-138)によると、筋商磁語にも 1顕A"の形式がある。
(20) 
て知られている。しかし、浦城方言ではこれらの形式が用いられていない。
m~城方言では、程度補認は主として以下の形式が用いられている。
A得緊~得f良
A得有有j託児~
A(解)米子~っ託児
A(解)米米子二~一点J託児
A(解)多~世
A(解)多子~一点児
A(角的多多子市叩点点児
A得多~得多
A死了~死ア
A得不得
A 到家'"V ~Jj家ア
A都A至IJ家~都~到家了
A無世了~嬢了
A者sA無世了~都~揺了
上記の内、 IA得多JIA死了JIA得不得了JIA至IJ家JIA都A至IJ家Jは普通
話に一致するもので、 IA得緊JIA得有JI A (解)米♂子Ji A (解)米米子JIA 
(解)多J (解)多子Ji A (解)多多子JiA無世了JIA者sA無世アj などは普
通話や他の処衛方言に見られない形式である。
3.1 rA得緊j
rA得緊[1e?入 kin陰上J は普通誌の 1""得復Jに相当、諾域方言では最もよ
く用いられる経度表現形式の一つである (14)。
例::l護得緊壊得Li'良 嬢得緊縮専1畏 香得緊香得議
辛苦得繁辛苦得摂 緊張得緊緊張得f艮 熱関得緊熱観得援
(14)南方官話を反映する江戸時代の購認資料や靖代の成立と考えられる琉球宮謡諜本に
は IA得緊j の用例が多数存夜する。
(21) 
3.2 fA得有Jf A(解)米子Jf A(解)多j
fA得有[le?入 iul湯上J f A (解)米子[minl詰1:is I壊1:J fA (解)多[lal壊平J は
ともに「少しj、「僅かにJと程度が低いことを表す。 fA(解)多j は fA(角的
多子J の「子j を省!l唱した形と見ることができ、 fA(f~卒)米米子」と fA (解)
多多子j はそれぞれ fA (t梓)米子Jと fA(角的多子Jの強調形である。なお、
「解ka陽平j は普通話の「一J に相当するもので、省I各可能である。
例:好得有詩吋些
女子(解)米子iff-}託児/好(解)多好~f~Y(l_ 
好(解)米米子好一点点児/好 (j~卒)多多子好一点j託児
寝室得有寵宜一些
{更笈(解)米子{更宜締点!足/便宜(角的多{更宜一点兜
便宜(解)米米子梗宜一点点先/便宜(解)多多子便宜一点点兜
3.3 fA無投了J
2.2で述べたように、程度が最高であることを表す「無世Jは説認として形
容認の前に用いることができることの他に、程度補語として形容認の後ろに用
いることもできる。程度補語として形容詞の後ろに用いる場合は、 fア[loJ
を訴えて、 fA無世了Jの形をとることが多く、普通話の f，._，糠TJに相場す
る。強調する場合、 fA都[luo陰司王JA無世了Jの形式にすることができる。
例:烏無世了黒接了
香無t世了香櫨ア
高興無世了諾輿極ア
熱開無世了熱賠極了
4.浦域方言形容詞のbA形式
鳥都鳥無世了
香都香無世了
高興都高興無批ア
熱闘都熱関無世了
1.2で述べたように、他の処衛方言では普通話と同様、「鮮紅Jf'筆護Jf鉄
硬JfJ費香Jなど、形容認の前に付加成分をつけてもP!'の形式で形容認の稜
度を表す用法があるということも、曹えを;転{也(2000)によって明らかにされて
いる。 j荷域方言の形容請に関して言えば、 bA形式が存在するだけでなく、下
(22) 
記の例が示すように種類が多彩である。これもまた浦城方言の特徴の一つであ
ると言えよう(下線は問音字を示す)。
例:緋紅!f(M':[、宣I緑磐線、 J]1藍1謀略松黄黄讃澄、
暗号7..')7.、朗光高堂定¥弱1:焼熱子乎、氷冷冷氷氷、 i境香脅畷ー!壊、
口te1別乙重抗措館、需品軽戦臨強、 鉄硬約千rJ帯、嬢軟秋綿綿、主主満?毘誠、
主[壮彼IlBH字、翠痩復接、満長根長、米口luel場j二彼短、鼓緊紫紺f棚、
主u濃援機、重構f盟諸f館、鉄実iN結実、悠泡f良飽満、 ロtshia1場j二嬉復錦、
遊紙視松1M言、?査j関役湖、口同i制 Z老f畏硬・復者、主搬銀撤、絶早老卒、
熊燥j良乾、撞混透視、 i証平{良子i皇、金平{見守:盟、標護策菌、鰍滑1湖、
口te陽平大磁大、米小説1小、米大一了点児大、主l飽復飽、夜嵐錨濯、品
鰍光f良光亮・精光、 j査渋f良渋、 口tsuo?入静寂静、筆尖f良尖、絶縮f畏縮、
口te1尋問事f間半、悠薄復簿、筆竪!捷摘、蜜甜f良樹、 j韮亮鐸亮・索亮、
遮淡断良淡、滋松f良松散、車新鋭税者fr新耕一新、飛快飛{宍 9 復鋒手1)
朱徳熊(1956:pp.2-3)は、普通話のbA形式形容詞の特徴として以下の2点
を挙げている。
(1)重ね形式はbAbAである。 例えば冶 f通紅 → 通紅通紅」など。
(2)前現要素bが後項要素となり、 Abbの形式に変わることがある。
伊jえば、 fタド掠 → 涼氷氷j などα
j措城言のbA形式の形容認には、 (1)のbAbA重ね形式誌なく、従って
f氷掠氷涼Jr鉄硬鉄硬j のような言い方はできない。 (2)のAbb形式はあるが、
下記のように多くの場合、 bを変えなければならない点で特徴と言えよう。ま
た、普通話にない前項要素を重ねたbbA形式もある。
bA bbA Abb 
伊い接関 議議箇 題譲譲
識軽 覇基調軽4 軽鵜費量
ロte陽子厚 厚口te陽平口te楊王子
米/J、 米対をノJi
駿鳥 験票愛鳥 烏今守
(23) 
緋紅 会1:緋和: 紅今今
松黄 松松黄 賞j登j登
鰍滑 鰍鰍滑 滑溜j留
鰍光 鰍鰍光 Yé~.留瀦
構軟 構;蕗軟 軟疲疲
j査湿 j盟議潜
休薄 薄口lJie陽Jこ口lJie陽上
bbA形式は普通話にない形式として注 I~ されるが、 i苛じ形式は、呉諮をはじ
め、近隣の関語と客家認にも克られは5)、AbbとbbA両方の形式をもつのは南
方系漢語方言の多くに見られる共通点である。
なお、滞城方言では、 bA形式の形容詞の一部には、 bとAのi笥に他の要素を
入れて、 bxAという拡張形式で強調を表すこともできる。
前:鰍光 }→ 鰍溜光
遮淡 }→ 遮巴淡
駿烏 一→ 皇室摸烏 一ー今 襲安摸鬼烏
副社 →ー 主[j釦士 一→ 割i議選壮
鉄硬 一→ 鉄巴硬 →+ 鉄巴角落硬
拡張形式の X~こは、「駿撲鬼烏j のように f接鬼J という意味的な拡張による
強調と「鉄B硬Jなどに晃られる「巴」のようなオノマトペ的な拡張による強
調が混在し、複雑な様相を見せている。なお、 bxA形式は、近隣のi韻語にはな
いものの、呉語の握弁i方言にも「雪能白j などの例の存在が報告されてい
る(.16)0 
(15)呉.語では、蘇1'1'1方言に「生生膏J、上海方言に「雪零臼J、杭州方言に
(顔逸明1994:p225)、紹興方言に rt立並立紅J(劉勲寧氏の教示による)、調チH方言に
「緩昏昏J (鄭;張尚芳2003: p314)、間語では、福チHn言には「当当新J (1凍沢平1998:
p121)、麗門方言に F卒事烏J(関長横歌陽憶1998:p274)、客家語では、長打方言に
「華華光J(麓小玲1999:p251)、などとある。
(16)鄭張甫芳(2003: tp.314-315) 
(24) 
5.おわりに
以上、程度副詞、程度補語、形容詞のbA形式という三つの側面からの考察
によって浦城方言程度表現について下記のことが明らかになったと言えよう。
( 1)浦城方言には、「稀Aj f無世口 fA得;有JfA(解)米子jf A (角的米米
子jfA無1投了JfA都A無i:!:tアJなど他の処舘方言にあまり見られない程
度部前と程度捕語の形式が存在している ο これらの形式は浦城方言ではい
ずれも高い館用頻度を有している。
(2)他の処衛方言で用いられる程度副詞「交関、悪作、不得了、猛、 i午、 i武j
および“A猛"“A顕" (一部は“A得額")や“A猛A" “A顕A"などの程
度表現形式は浦城方言においては確認、されていないっ
(3)浦城方言の程度副認や程度補語には普通話(宮話)に一致するものも多く、
普通話(宮話)の要素が色濃く反映されている。
(4)bA形式の形容認については、 j南城方言はbAbA形式がないものの、 Abb
形式の他に、 bbA形式と bxA形式も有している。 bbAもbxAも有するの
多〈見られる特徴だが、 bbAの形式は近隣の閑語と客家語におい
ても確認されている。
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